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【はじめに】天然層状ケイ酸塩鉱物である雲母（マイカ）は弾力性に富み、高い電気絶縁性、耐熱性を有しており、かつ人体に有害な元素を含んでいな

いため家庭用の電気器具の絶縁材料やガラス繊維等との複合材料として広い範囲で利用されてきている。またその絶縁性、耐熱性、層状構造より電子デ

バイスへの応用も期待されるが薄膜化の研究は、バルクや粉末と比べるとほとんど行われていないのが現状である。そのため本研究では天然層状鉱物を

利用した新規デバイス材料開発の可能性探求の第一歩として、レーザーアブレーション法による天然

雲母鉱物の薄膜作製の可能性を検討した。 

【実験・結果】本研究では薄膜作製の手法として、KrF エキシマーレーザー(λ=248 nm)を用いて様々

な成膜状況で天然雲母をアブレーションしてサファイア（α-Al2O3）単結晶基板(0001)とマイカ基板上

に蒸着させ薄膜の作製を行った。使用した雲母のレーザーアブレーションの様子は、OES(Optical 

Emission Spectroscopy)によるその場観察からターゲット上で発生したプルームの発光スペクトルに

より調べた。また、AFM で薄膜表面の観察、XRD で結晶構造の解析を行った。Fig.1 は室温でレー

ザー強度 2 J/cm
2
,5Hz でアブレーションされた黒雲母(K(Mg,Fe)3(AlSi3O10)(OH)2)の発光プルームのス

ペクトルの結果である。マイカの主要成分がアブレーションされているのが確認できる。当日は、

様々な条件下で作製した雲母薄膜の特性について報告する。 

 Fig.1 Spectrum of plume emission by OES 


